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会 議 録 

会議の名称 令和６年度第１回西東京市国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 令和６年 10月 22日（火曜日）午後７時 00分から午後８時 20 分まで 

開催場所 田無庁舎４階第三委員会 

出 席 者 出席：米﨑委員、大澤委員、平山委員、保谷委員、三輪委員、浅野委員、渡辺委

員、清水委員、石井委員、堀委員、福田委員、澁谷委員 

欠席：嶋田委員、岸保委員、伊集院委員 

事務局：市長、市民部長、保険年金課長、国保給付係長、国保加入係長、国保給

付係主任 

議 題 【諮問】 

１ 西東京市国民健康保険財政健全化計画の改定について 

２ 令和７年度の国民健康保険料のあり方について 

【審議事項】 

 西東京市国民健康保険財政健全化計画の改定について 

【報告事項】 

１ 令和５年度西東京市国民健康保険特別会計決算の概要について 

２ 令和６年度西東京市国民健康保険特別会計予算の概要について 

３ 令和５年度医療費適正化の実績について 

会議資料の

名 称 

資料１ 西東京市国民健康保険財政健全化計画の改定の概要 

資料２ 令和５年度西東京市国民健康保険特別会計決算の概要 

資料３ 令和６年度国民健康保険特別会計予算の概要 

資料４ 令和５年度医療費適正化事業の実績について 

記 録 方 法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 

１ 開   会 

○会 長 令和６年度第１回国民健康保険運営協議会を開会する。 

（傍聴について） 

○会 長 傍聴の希望はあるか。 

○事務局 希望者 ２名である。 

○会 長 傍聴を認めることで良いか。 

     （異議なしの声） 

○会 長 傍聴者の入室を認める。事務局から本日の議事進行について説明を求める。 

     （議事進行説明、配布資料の確認） 

〇事務局 本日は、諮問事項が２件、審議事項が１件、報告事項が３件、その他となっている。 

本日の協議会は委員定数過半数の 12名出席ということで、成立している。 
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２ 議   題 

（１） 諮問 

 市長から会長に諮問文を手交 

（２）審議事項について 

〇会 長 審議事項について、事務局の説明を求める。 

    （事務局 資料１により説明） 

○会 長 事務局からの説明について、質疑、意見はあるか。 

○委 員 ２点あります。１点目は財政健全化計画の改定について、現行計画と比較する資料

が欲しい。また、改定理由を伺いたい。２点目は保険料アップでの改定を打ち出して

いるので、市民に犠牲を強いる改定案と受け止められるのではないか。保険料改定は

理解できるが、収入だけを増やすのではなく、支出を抑えることも必要。収納率であ

れば東京都国民健康保険運営方針を踏まえるだけではなく、横断的な西東京市独自の

改善策として、例えば高齢者の就労を増やし、国保から健保への移行により、国保の

支出額を抑えるなど検討する必要があるのではないか。 

〇事務局 比較資料は、次回までに用意したい。この間、２度にわたり保険料改定を見送って

きており、現行計画において相当な乖離が生じているのが改定理由である。急激な負

担増とならないよう、毎年の標準保険料率の増減を念頭におきながら改定することを

考えている。 

     財政健全化計画は令和２年３月に策定し、令和４年３月に改定している。料率の改

定だけでなく、保険者として実施する医療費適正化等の事業について、計画上にも明

記しており、保健事業については、健康課と連携し実施している。 

〇委 員 財政健全化計画（令和４年３月改定版）の９ページにある国民健康保険財政健全化

計画（年次計画）と比較できるような資料を用意いただき、一般会計からの繰入の削

減は、市民負担の公平性の観点からも計画的に行い、それにより保険料負担が増加す

ることについては丁寧な説明をお願いしたい。 

〇委 員 保険料を今まで改定していないので、繰入金の増加につながっている。 

〇委 員 コロナの影響もあったが、最終的には東京都国民健康保険運営方針に合わせること

が必要である。保険料については、物価高騰など、社会情勢や市民生活への影響を考

慮した上で、改定を行う必要があると思う。 

〇事務局 次回までに比較資料は用意したい。 

〇委 員 保険料を上げるだけでなく、市独自の対策をすべきではないか。 

〇事務局 収納率の向上にも力を入れること。また、保険料を２回据え置いたことにより、西

東京市の保険料が２６市の中でどの位置にあるのか、そのような資料も用意させてい

ただく。コロナ禍においても計画的に保険料率を改定している自治体もあるので、参

考となる資料を次回までに用意する。 

〇委 員 市報等を活用できないか。 

〇会 長 市報には市の財政状況が掲載されており、国保の法定外繰入など掲載されている。 
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〇委 員 市民には理解が難しい。市が、どのように対応しているかについては、資料４の令

和５年度医療費適正化事業の実績も参考になる。 

〇委 員 仮に保険料率が上がった際には、市民にどのような形で周知するのか。 

〇事務局 納入通知書のほか、市報にて案内しており、財政健全化計画の改定については、ホ

ームページに掲載している。 

〇委 員 市民には、一般会計から国保特別会計に繰り入れることがなぜいけないのかという

ことを理解してもらった上で、保険料率を上げる説明をしていく必要があると思う。 

〇会 長 次回までに比較資料等を用意願いたい。 

 

（２）報告事項について 

〇会 長 次に決算の概要について報告を求める。 

（事務局 資料２により説明） 

〇会 長 質問はあるか。 

     特にないいようなので、資料３の説明を求める。 

（事務局 資料３により説明） 

〇会 長 意見、質問はあるか。 

〇委 員 保健事業費について令和６年度（22,593 千円）は、前年度（36,944 千円）から 14,351

千円の減額になっている理由、また歳入の諸収入の過料の実績はあるのか。 

〇事務局 令和５年度はデータヘルス計画作成のための予算があったが、令和６年度は、その

分減額となった。過料の実績はない。 

〇会 長 次に資料４医療費適正化事業の実績の説明を求める。 

（事務局 資料４により説明） 

〇会 長 意見・質問はあるか。 

〇委 員 レセプト点検は医科、歯科、調剤に分かれているが、各項目において財政効果額は

出せるのか。 

〇事務局 国保連等に確認する。 

〇委 員 令和６年 10 月 1日からジェネリック医薬品ではなく、先発薬品を処方・調剤の希望

をした場合に薬価の差額の一部を患者が負担する選定療養の制度が始まった。郵便料

も上がっているが、ジェネリック医薬品差額通知は続けていく予定なのか。 

〇事務局 国の補助金において保険者努力支援制度があり、ジェネリック医薬品差額通知をや

めてしまうとその収入がなくなってしまう。使用率が 80％を超えるとさらに補助金の

収入がある。通知の経費と補助金収入の比較が必要と思う。 

〇委 員 郵便料も大きく値上がっている状況だが、何か対策はあるのか。 

〇事務局 郵便料金の割引制度もあるので、それらを活用していく。 

〇会 長 郵送により情報を届けることで、ジェネリック医薬品の切り替えを促すＰＲにもな

ると思うので、良い方策を検討してほしい。 

〇会 長 次回の開催について。 
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〇事務局 次回は１２月または１月を予定させていただく。それまでに資料も用意する。 

〇会 長 わかりやすい資料の作成をお願いする。 

 

３ 閉   会 

○会 長 以上で閉会する。 

午後８時 20 分 閉会 

 


